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【目的】
スギヤマ薬品グループは、大病院門前薬局・個人病院

門前薬局・調剤併設型ドラックストアなど様々な形態の店
舗を有しており、これまでに多くの学生実務実習生・インタ
ーン実習生を受け入れ、各店舗の特徴を生かした実習を
行ってきた。

その中でスギヤマ調剤薬局御器所店は、グループ内で
唯一生薬を取り扱い、煎じ薬の調剤を行っている店舗で
ある。その特徴を生かし、「漢方実習」という形で限られた
時間の中でより漢方に興味を持ち理解を深めてもらえる
よう様々な試みを行っている。その漢方実習の内容と今
後の課題について報告する。

Sugiyama Drugs Co.Ltd.

No,2

【方法】

敷居が高いイメージを持たれる事の多い漢方をより身
近に感じてもらえるよう、「見て・ふれて・考える」という“体
験”に重点を置き、さらに漢方医学の概念、診断法、構成
生薬の特性といった基本的な漢方の知識を身に付ける事
を目標として漢方実習カリキュラムを作成しそれに沿って

で漢方実習を行った。

・実務実習生：２週間の実習のうち１日間（約７時間）
・インターン実習生：１日間の実習のうち約４時間
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【漢方実習カリキュラム】

～漢方オリジナル実習～

・レポート課題で漢方製剤について考える。
・漢方の基礎知識を学ぶ。
・自分の証を考えてみる。
・煎じ薬を実際に煎じて試飲する。

調剤業務体験
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＜レポート課題＞
 課題： 漢方製剤について考えよう 。

 平成　　年　　月　　日
実習者名

 指導薬剤師からの指導内容 指導薬剤師名

 質問１:煎じ薬とエキス剤の違いを考え、記載して下さい。

 質問２：漢方薬エキス剤のメーカーによる違いを考え、記載して下さい。

 質問３：甘草を含む漢方薬と麻黄を含む漢方薬を調べ記載して下さい。

効果

手間

加減

大

可

大 少

不可

少

煎じ薬 エキス剤

•生薬の含有量が異なる
•１日量が異なる
•添加物が異なる
•構成生薬が異なる
•構成生薬の産地が異なる

エキス剤のメーカー毎の違い

煎じ薬とエキス剤の違い
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生薬の副作用

マオウ

カンゾウ

［エフェドリン］
交感神経興奮様作用
（狭心症発作誘発、血圧上昇、不眠、動悸など）
虚血性心疾患、高血圧症、腎障害、
前立腺肥大、高齢者などに注意。

葛根湯、小青竜湯、麻黄湯、五虎湯 など

［グリチルリチン］
偽アルドステロン症
（脱力感、浮腫、低カリウム血症など）
漢方薬の併用、グリチルリチン酸系薬剤、
利尿剤との併用に注意。

医療用漢方製剤１４８品目中、１０９処方に含有

２/３以上の方剤に

含まれている！

よく使われる方剤に
含まれている！
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＜漢方の基礎知識を学ぶ＞

オリジナル漢方紙芝居
を用い、レポート課題の
解説も含めてクイズ形
式で説明する。
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・足りないものは、補う
・有り余ったものは、排する

・冷えていれば、温める
・熱をもっていれば、発散させる
・滞っていれば、めぐりをよくする　など

漢方医学とは・・・

漢方 誰もがもともと持っている、病気と闘い治す力（自然治
癒力）を高め、からだを整えることを基本とする医学。

バランスが
崩れる！

つまり･･･ バランスの医学

その歪みを修正し、正常な状態にもどす。

西洋医学と漢方医学の違いって？

西洋医学

病気を対象にする医学

西洋薬

西洋薬

西洋薬

西洋薬

西洋薬

漢方医学

病人を対象にする医学

漢方薬

診断→病名→処方薬 診断→証＝処方薬

日本漢方と中医学

中国起源の伝承医学

中医学 日本漢方

症状・体質を総合的に分析
↓

治療方針をたてる
↓

生薬を選択、組み合わせる
（弁証論治）

証⇒方剤
症状や体質が

処方とそのまま結ばれる
（方証相対）

中国 日本

理論的 経験的

中医学の診察は？

陰陽
虚実

気・血・水
五臓

望診
聞診
問診
切診

（四診）

患者さんの現時点で表している
体力、病気に対する抵抗力、体質などの状態

証

民間薬と漢方薬

＜民間薬＞

・1種類の生薬

・家伝的・伝承的
・製法・用法・用量に　
　一定の理論や法則
　はなく経験的

諸薬のバランスを整える生薬

瀉する生薬 補う生薬

冷やす生薬 温める生薬

＜漢方薬＞

・2種類以上の生薬

・傷寒論や金匱要略などの
　原典の記載に基づく
・一定の理論や法則に従う
・複合的にバランスをとる

漢方薬ってどんなのがあるの？

自然の生薬をじっくり煮出し、
そのまま服用する。

煎じ薬を加工し、そのエキス
を粉状、固形にしたもの。

　　　　　　　　　　　効果　　　　　　小大

　　　　　　　　　　　加減　　　　　　不可可

　　　　　多　　　　　手間　　　　　　少

煎じ薬 エキス剤

漢方紙芝居①
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漢方薬に副作用ってある？

漢方薬とて生体には異物！副作用はある！
（ただし、西洋薬よりは可能性少。）

①薬の選び方が不適切な場合、証に合って　
いない場合に副作用がでやすい。

②生薬の中には副作用の出やすいものがある。

③薬の飲み合わせによっても、副作用がでる
ことがある。

注意を要する生薬

★甘草・・・・・・・・・・・低カリウム血症
★麻黄・・・・・・・・・・・交感神経刺激作用
★附子・・・・・・・・・・・中毒
★大黄、芒硝・・・・・・下痢

生薬の重複に注意！

●胃腸障害・・・・地黄、当帰、川? 、麻黄、石膏
●過敏症・・・・・・人参、桂皮

漢方薬には二面性があります

①今、 苦しんでいる症状を素早く取り除く
　 作用(即効性)を表すも の
　 　 　 例えば　 葛根湯・ 麻黄湯
　 　 　 　 　 　 　 五苓散

②抵抗力が弱く風邪をひきやすい体質、
　 アレルギー体質な ど、 体の根本から
　 治す作用を表すも の

食前、 または食間の空腹時に！

★一般的に空腹時の方が吸収率が高い

漢方薬の成分の多くは腸内細菌によって吸収さ
れやすい形に変えられ効果を表すため、 空腹時
に飲む方が速やかに腸に到達できる。
さらに、 食べ物な どの影響を防ぐことができる。

★副作用の発現を防ぐ

胃内ＰＨ↓　 　 麻黄・ 附子な どのアルカロイド
(酸性)　 　 　 　 (塩基性)の吸収↓　

こんな飲み方も・・・

★お湯に溶かし、少し冷めてから服用する

→香りや味も大切！

★寒証・熱証で飲み分ける

寒証･･･温める方剤→お湯で服用
　　　　葛根湯、大建中湯、八味地黄丸･･･

熱証･･･冷やす方剤→冷やして服用
　　　　黄連解毒湯、白虎加人参湯･･･

漢方紙芝居②

重篤な副作用を早期に発見するために

★間質性肺炎

・感冒様症状（乾性咳嗽・発熱・呼吸困難）を見逃さない
・間質性肺炎では特に「呼吸困難」（息切れ）の出現が特徴
・薬剤の服用を速やかに中止し、医師の診察を受ける（胸部Ｘ線）

★肝機能障害

・全身倦怠感・発熱・黄疸等の急性肝炎症状を見逃さない

★低カリウム血症

・筋症状が出現した場合、ミオグロビン尿（赤褐色～暗褐色）　
　の有無を確認

・脱力感・四肢麻痺が出現した場合には低カリウム血症を疑う

★横紋筋融解症
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この生薬は何？

チンピ

陳皮
（ミカンの果皮）

センタイ

蝉退
（セミの抜け殻）

ショウキョウ

生姜
（ショウガの根茎）

生薬には植物、動物、鉱物といった物が使われ、
ショウガ、ゴマといった身近な食材もある。
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エキス剤味比べ

荊芥連翹湯
（ツムラ・オースギ）

→苦味が強い

小建中湯
（ツムラ）

→甘みがある

50 99

方剤ごとに味・香りが異なる。
メーカーによっても味や粉の形状に違いあり。
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＜自分の証を考える＞

□　やせ型、水太り　　 体型 □　筋肉質、固太り　

□　消極的、疲れやすい 活動性 □　積極的、疲れにくい

□　余裕なし（神経質ぎみ） 心身の状態 □　余裕あり

□　不良、皮下脂肪薄い 栄養状態 □　良好、皮下脂肪厚い

□　さめ肌、乾燥傾向 皮膚 □　光沢・艶ある

□　弾力なし 筋肉 □　弾力的

□　腹筋は軟弱または硬直性で薄い 腹部 □　腹筋が弾力的で厚い

□　食事遅い、食が細い　 □　食事速い、大食傾向

□　冷たい食物で腹痛下痢 □　冷飲食できる

□　便秘平気、軟便下痢・兎糞便多い □　便秘すると不快

□　夏バテする、冬に弱い 体温調節 □　夏バテしない、冬に強い

□　弱々しい 声 □　力強い

□　寝汗傾向あり 汗 □　寝汗傾向なし

□　低血圧傾向 血圧 □　高血圧傾向

消化吸収

あなたの体質はどんなタイプ？　あてはまる項目にチェックを入れてください

虚証 実証

病毒が体内に残って
いるのに、それに対
抗する精力・気力が
乏しくなった状態。

病毒が体内に充満し
ていても、精力・体力
が抵抗できる状態。

体調・体質（証）を考慮し、今の自分に
合う漢方薬は何か考える。
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＜煎じ薬を調合する＞

パッキング完成！

1日分ずつわける 寒冷紗に入れる生薬をはかりとる
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＜煎じ薬を煎じて試飲する＞
500～600㏄の水に入れる

完成！試飲！

沸騰後、弱火で20～30分＜作り方＞
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もともと漢方に関心を持っており、大学の授業でも生薬
をさわった事はあるが、実際に現場でどのようみ漢方薬
が使われているかはわからないという学生が多い中で、
煎じ薬を煎じてそれを試飲するといった“体験”を中心にし

た事と、曖昧なイメージや思い込みが強い漢方について
噛み砕いて説明した事により、漢方により興味を持っても
らえた。

【学生の反応】

煎じ薬は不味い、臭いと思っていたが意外と飲みやすく、美味しかった。
方剤によってかなり味が違っていて驚いた。
漢方は難しいイメージがあったが面白そう。
自分の体の不調も漢方で治療してみたい。 など
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作成した実習スケジュールに沿って実習を行ったが、学
生からの質問に答えるスタイルが中心となっているため、
多く質問をしてくれるかどうかや、その時の話の流れ等に
より、学生毎に指導内容の差異が生じている事、本当に
学生が知りたい事を伝えているのか、こちらからの一方
的な指導内容になっていないか等、新たな問題点や課題
がでてきた。

ただ「面白い」だけでなく、より質の高い漢方実習を目指
して、学生に向けたアンケート調査を行い、それに基づい
た実習資料の見直しや指導ﾏﾆｭｱﾙの作成に今後は取り
組んでいく必要がある。

【考察】


